
令和７年度 能登半島地震被災地視察 報告書 

 

１ 期 間 令和７年１０月９日（月）～１０日（金） 

２ 行 程 《１日目》金沢駅→輪島市役所→視察現場①→視察現場②→七尾市内 

      《２日目》七尾市内→金沢市内視察→金沢駅 

３ 出席者 別紙 

４ 視察先 輪島市（市長表敬訪問、輪島港、名舟町仮設道路） 

《輪島市役所（坂口市長表敬訪問）》 

 

 

 

 

 

【坂口輪島市長】 

・1 月に地震９月に豪雨があったが、地震は数千年に１回、豪雨は事前に作成した浸水想
定区域図が１０００年に１回の雨の 3 倍くらいのものであった。 

・地震後の漏電による火災が発生したが、河床隆起や建物倒壊により消火栓や防火水槽、
河川からの取水ができず消火ができなかった。海水の活用についても津波警報が出されて
いて近づけず、結局５ヘクタールほど焼失した。 

・地震については、通信とトイレの問題が大変であった。 

・地震後開設していた避難所も、今年の４月１３日にようやく解消し、仮設住宅やアパー
ト等のみなし仮設住宅に皆さんが入った。 

・災害査定は簡略化した査定をしていただいたが、輪島市だけの発注でも約３０００億円
と概ね１００年分くらいの量で、これから数年の間にやっていかなければならないという
ことで、外からの応援部隊に来ていただかないとなかなか進まないので、引き続きご支援
をお願いする。 

・現在も約１００人の中長期の派遣職員を全国受けている。市の行政職員が２６０人くら
いいるが約１２％離職する中、非常にありがたい。 

【前葉副会長】 

・隆起や豪雨の話がいろいろ伺えて参考になった。我々紀伊半島の中で沿岸部から山間部
までいろいろな自治体からきているので、それぞれが改めて身を引き締めて、南海トラフ
等に備えていかなければならないと思いながら話をお聞きしていた。  

・三重県からは９月末で延べ約１万８千人・日の職員を派遣しており、津市からも１６４
人の職員が実際にこちらに来て仕事をしており、いろいろと報告を受けている。今日も通
ってきて「道路を啓く」ということが、復旧支援を受けるにあたりいかに大切かというこ
とで、道路啓開計画を作り防災計画を直しておるところである。 

・対応支援先としてご縁をいただいているので、皆さまと今後も末永くお付き合いをいた
だきたいと思っている。 



（質疑応答） 

【志摩市長】 

・情報伝達ツールとして LINE を活用しているが登録者が増えないので苦慮している。登
録を増やす方法があれば教えてほしい。 

【輪島市長】 

・住民懇談会などでお願いしてきましたが、災害が起きて皆さん必要に迫られて、今は９
割以上の登録がある。 

【鳥羽市長】 

・当市も輪島市と同じように沿岸部に集落が点在していて、離島に２５００人くらい住ん
でいる。各集落の自立対策はどのようにしているか教えてほしい。 

【輪島市長】 

・残りたい方も集団移転をしていただいた。思い入れが強い地区は、現在仮設住宅に住ん
でいただいているが、仮設道路ができたところから水道や電気の復旧を進めている。 

 

＜参考：人物紹介＞ 

■内山 敦史 氏 

 三重県職員を退職後、任期付き職員（技術職）に
応募し、今年の４月から、石川県採用で輪島市に派
遣され、復旧業務に従事している。 

（環境対策課にて、公費解体に関する費用算定等の
業務を担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



《現地視察》 

① 輪島港 

・海岸隆起により大型船が入れなくなった港を浚渫している。親水護岸が隆起のため機能
しなくなったため浚渫土で埋めている。埋め立て後は、仮設住宅建設のためなくなったグ
ランド等の代わりに子ども達の活動の場として利用する計画をしている。 

〇輪島港被災状況説明（説明：福尾建設部長） 〇集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 名舟町隆起海岸を利用した仮設道路 

・地震による道路決壊を伴う地滑りのため通行止めとなった国道 249 号を、棚田の稲作を
行うために隆起した海岸を利用して仮設道路を建設して通行を確保した。写真で見えてい
る道路の先ではまだ通行止めが続いている。 

〇名舟町仮設道路説明（説明：福尾建設部長） 〇集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇名舟町隆起海岸       〇隆起海岸を利用した仮設道路 〇千枚田と仮設道路 

 

 

 


